
２０２４年２月１９日

梅原 学

小川町地域おこし協力隊
半年間の活動内容及び成果並びに今後の取組について
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はじめに

２０２３年１０月地域おこし協力隊は2期目（２０２４年３月迄）となります。
「①東小川地区・旧上野台中学校の活性化に繋げる活動」、「②卒隊後の自
走化に向けた仕組み検討」を中心に活動体制の整備を行ってまいりました。
活動内容および卒隊後の取組（予定）について、ご報告させていただきます。

• 地域おこし協力隊のミッション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P３

• 活動成果の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４

• 活動成果の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5～P9

• 卒業後の事業活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P13

• まとめの言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14
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ミッション
• 関係・交流人口の拡大
• 町のにぎわい創出

主な
活動概要

• 施設利用者・入居企業社員、地域住民等の
交流促進に繋がるイベントの実施

• 旧上野台中学校の利用促進及びコワーキン
グスペース、レンタルキッチン等の運営支援
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地域おこし協力隊
ミッションと活動概要
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活動成果の概要（１）

No 大項目 取組内容 活動概要、
ミッションとの関連性

①

地域おこし協力隊の
活動

東小川秋まつり 自治会と連携した企画運営の実施 ・東小川地域住民の交流促進、町のにぎわい創出

② 子どものための自転車遊び方教室 ・東小川地域住民の交流促進、町のにぎわい創出

③ その他企画提案・運営サポート
「落ち葉のまちの冒険ツアー」

・UECHUを活用した企画創出、町のにぎわい創出、
卒隊後の事業確保

④ その他企画提案・運営サポート
「サイクリングツアー」、「楮食のイベント」

・町のにぎわい創出、卒隊後の事業確保

⑤ 卒隊後の事業活動 新法人の検討 ・卒隊後の自走に向けての取組
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活動成果の内容
① 東小川秋まつり 自治会と連携した企画運営の実施（中学校先生のスマホ教室）

実施日 2023年10月22日（日）

内容 ・東小川自治会との共同での企画
検討、当日の設営・運営のサポー
トを行った
・中学生先生によるスマートフォ
ン教室の企画、運営を共同で行っ
た

結果 東小川自治会との人的連携に繋げ
ることができた。次年度以降も何
らかの形で引き続き連携を行って
まいりたい
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活動成果の内容

実施日 ①2023年12月10日（日）
②2024年02月23日（金/祝）※実施予定

内容 昨年度のサイクリングインストラクター
研修の受講内容をベースに自転車教室の
企画から運営を行った。

結果 ①： 11名
②： 2名（2月11日現在）

保護者からは「遊びながら学ぶという教
育的な観点もあり、とても良かった」、
お子様からは「自転車は楽しかった」と
いうお声をいただいた
今後、事業者として行ってまいりたいが
収支が見合わない分、どのように運営を
行っていくか検討を図りたい

② 子どものための自転車遊び方教室
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活動成果の内容
③ その他企画提案・運営サポート 「落ち葉のまちの冒険ツアー」

実施日 2023年10月28日（土）→UECHU利用なし

2023年11月25日（土）→UECHU利用

内容 ・地域おこし協力隊泉地さん、農協観
光協会、おいでなせえ、風の丘ファー
ムさん、アテリコ新島さん、
kinomichi工房早川さんなど関係各所
と連携の上、企画提案、実施、運営サ
ポートを行った
・11月25日（2回目）はUECHUの理
科室、レンタルキッチンを活用し、食
と農にかかるイベント運営を行った。

結果 関係者・各所との関係の深化を行うこ
とができた。当事業を基礎として、今
後の事業展開や継続の有無を含めて、
検討を図ってまいりたい
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活動成果の内容
④ その他企画提案・運営サポート 「サイクリングツアー」、「楮食のイベント」

実施日 10月8、21、11月4日： サイクリングツアー
11月23日： 楮食のイベント

内容 ・楮関連の企画設計・運営サポートを行っ
た（①楮、和紙のストーリーを体感できる
サイクリングツアー、②関係者および一般
向け食のイベントのサポート）
・和紙学習センター関係者との企画設計を
行った

結果 ・関係者・各所との関係の深化を行うこと
ができた。当事業を基礎として、今後の事
業展開や継続の有無を含めて、検討を図っ
てまいりたい
・11月4日のサイクリングツアーは10名す
べて外国人であった。インバウンド受入に
向けた体制の強化・課題の集約を行うこと
ができた
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卒隊後の事業活動

２０２４年４月以降の卒隊後のメインはアドベンチャーツーリズム（インバウンド）、
サイクルツーリズムを普及に向けた活動を行います。新法人の設立を行う予
定ですが、課題は資金調達および資金繰りという点にあり、設立時期等も含
めて現在検討を行っています。

① 小川町・比企地域を中心としたアドベンチャーツーリズムの適地実現に向けたエリアブ
ランディング・地域資源の磨き上げ、開発・体制確立に向けた取組実施

② 関東を中心としたアドベンチャーツーリズムを専門とする観光オペレーション会社の確
立（旅行事業者、海外エージェント向け）

③ 日本全国のアドベンチャーツーリズム普及に向けたコンサルティング
④ 欧米式のサイクルツーリズム（ツアー運営、ルート設計などのデベロップメント）の導入に向けた取組



アドベンチャートラベルとは？



理念・考え方

～ 心がおどる本物の体験価値を創る ～

アドベンチャーツーリズム（自転車 ×農業 ×教育）を通じて
「人」・「地域」・「文化」を豊かにそして発展させる

事業・企画をプロデュースいたします。



目指す姿 関わるすべての人の
エンゲージメント向上

マテリアティ

人

産業 社会・文化
現在までの学びの蓄積
をプラスの価値に変える
ことで持続可能な社会
のモデルを「創る」

世界に通用するアド
ベンチャートラベル
の適地を「創る」

社員、関係者、地域住民の生活
の質向上、経済循環、やりがい、

成長機会を「創る」

ありた
い姿ツーリズムの新たな

価値創造への貢献

マテリアティ
持続可能なモデル構築
新規ビジネスへの創出

マテリアティ

肉体的・精神的にも
満たされる企画展開

マテリアティ
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事業全体の概要

地域×観光
ブランディング開発

アドベンチャーツーリズムを中心とした地
域の戦略策定、企画設計のサポートから
運営業務を実施。地域のニーズに合わ
せた企業間、地域連携を見据えたセー
ルスマッチングや集客等にて地域のブラ
ンディング向上に繋げる

人財育成研修事業
（次年度以降）

農業、自転車、ガイド育成を中心と
した法人独自のプログラムもしくは
他団体と連携の上、ガイド力×人財
育成×人間力の形成につながる研
修を行う

サイクルツーリズム
推進事業

一般社団法人日本サイクルツーリズ
ム推進協会と連携し、欧米式のサイ
クルツーリズム（ツアー運営、ルート
設計などのデベロップメント）の導入
に向けた取組を行う

自社リソース

地域でのプロジェクト・課題集約・社会
貢献企画実施を行い、関係者との関
係性構築を図る（例： 自転車教室、ゴ
ミ拾いイベント等）。

社会貢献型事業

地域連携

海外エージェントを対象にツアーオペ
レーションを実施する。エリアは比企を
はじめとする関東中心を予定している
が、オールジャパンとして海外にコンテ
ンツを売り込むためのセールスも合わ
せて実施する

オペレーション事業
（次年度以降）

コミュニティ創出事業

地域の人的資源を活かしたオリジナ
ルプロダクトの企画（CSR、会員制コ
ミュニティサービス）の立案、コミュニ
ティサービスの構築を図り、人的交
流のモデルを創出する
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まとめの言葉

至らぬ点ばかりでしたが、今後の活動に向けて地域おこし協
力隊はとても良い経験となりました。
卒隊後も小川町、比企をはじめとしてさらなる魅力向上に繋
がるよう誠心誠意取り組んでまいりたいと思います。
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